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①ＴＯＰＩＣのご紹介

②マイタクのご紹介

③公共交通におけるマイナンバーカード
の活用可能性
（GunMaaSの紹介含む）

本日のアジェンダ 2



2015年 3月 13日設立 本社：群馬県前橋市
＜活動目的＞
①地域における保健、医療又は福祉のあり方をはじめ、コミュニティ再生や生涯学習、元気な高齢者づく
り、災害時における対応など地域の様々な課題に対してのマイナンバーカードを用いたまちづくりの推進

②これら地域のあり方についての研究、提言、事業推進を目的とすると共に、その手段としての共通プ
ラットフォームの構築・運用、マイナンバーカードの空き領域等の利活用などの推進

医療関連
事業

交通関連
事業 ５Ｇ関連

事業

マイナン
バーカー
ド認証PF
事業

PHR
事業

救急時の高度化
ソリューションを提供

各種MaaS施策のコンサル
テーションと推進

認証基盤の提供

マイタク、神鉄シーパス
ワン、⾧泉町タクシー
サービス等交通サービス
アプリケーションの提供

前橋における自動運転×５Ｇ
実証と社会実装

PHR普及推進協議会
の推進

認証基盤のみを使う
サービスに基盤を提供

マイナンバーカード×Suica

各種アプリケーション開発

各種コンサルテーション

公的個人認証
汎用化アプリ

マイナンバーカード利活用
（民間事業者の主務大臣認定第１号）

デジタル
田園都市
国家構想

スーパーシティ
スマートシティ

OYACOplusの提供

マイToMMo(東北大学)の提供

神山町
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ＴＯＰＩＣについて 3
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事業実施の経緯 4

H24年度補正

H25年度補正

総務省「ICT街づくり推進事業」において「前橋ICTしるくプロジェクト」実施

総務省「ICT街づくり推進事業」において「ICTしるくプロジェクト」実施

事業概要 地域協議会

以降 総務省 「まち・ひと・しごと創生推進事業」
総務省 マイナンバーカードの利活用に関する各種実証事業
国交省 スマートモビリティチャレンジ、日本版ＭａａＳ推進支援事業

自動運転関連実証事業
総務省 Ｌ５Ｇ実証事業
デジ庁 デジタル田園都市国家構想 等々

TOPICの設立



マイタクのご紹介



タクシー乗車時に①資格確認②チケット減算を行い、降車時に③割引運賃の自動計
算をするもので、表示された現収金額はそれぞれタクシー会社ごとの精算手段で

マイタク概要① 6



マイタク概要② 7



１ ＪＰＫＩとカードＡＰを用いた
ハイブリッドモデル

空き領域ＪＰＫＩ

ＩＣチップ
ＪＰＫＩ（電子証明書）

＝公的個人認証

利用登録時の
・本人確認
・住所要件取得
・年齢要件取得
に活用

空き領域活用
＝カードＡＰを書込み、
市民ＡＰとして利用

平時の運行時に利用
読取機がオフラインでも
運行が可能
（タクシー会社に帰庫すると読取

機が会社のWiFiに自動接続し、
運行データを自動吸い上げ）

●導入当初、山間部において電波の不感地帯が存在した
●前橋市ではタクシーが３２５台程度あり、それぞれに通信をすると通信コスト

が高くなり、運用費が過多になってしまう

マイタクの特徴① ハイブリッドモデル 8



２ 資格登録をするために来庁するのは
１回だけ

マイタクの特徴② 初回のみ来庁 9

✓空き領域にアプリケーションを書込するために、初回のみ
来庁が必要（LG-WAN端末が必要）

✓以降の来庁は必要なし、年次の更新も自動で行う



３ 資格の失効処理も可能

マイタクの特徴③ 失効処理 1
0

✓資格失効者はブラックリスト方式で更新可能
✓料金改訂やソフトウェアのアップデートにも対応
✓電子的に各読取機に配信される

資格失効者リスト

ソフトウェア更新
UPDATE

マイタク
業務用端末

配信



４ 乗る時の処理はカードを１回かざすだけ

マイタクの特徴④ 利用者の負担をできるだけ軽減 11

✓利用者は乗車時にマイナンバーカードをかざすだけ
（資格や残り利用回数をチェック）

✓音声で残り利用回数をご案内



５ ドライバーの操作を可能な限り簡便に
する仕組み

マイタクの特徴⑤ ドライバーの負担も軽減 12

①ログイン

②運行開始ボタン

（カード読込）

（目的地まで運行）

③メーター料金を入力

④終了ボタンを押す

✓タクシードライバーも高齢化が進み、電子機器の操作に
不慣れなため、１回でもボタン操作を減らす工夫と文字
やボタンを少なくするデザイン



６ 全国への横展開

群馬県
前橋市

兵庫県
神戸市

静岡県
⾧泉町

鹿児島県
錦江町

（形式としては実証）

山形県
尾花沢市

（今年度実証、来年度実施）

愛知県
幸田町

（今年度実証、来年度調整）

三重県
大紀町

マイタクの横展開 13

その他、契約前の
自治体や実証予定
の自治体が複数



７ マイタク事業全体のDX

市民
●紙の資格証、利用券の携帯不要
●紙の紛失リスクなし
●全体の効率化に寄与し制度を⾧く維持＝市民参加型共助

前橋市役所
●事務処理負担の大幅軽減
●不正利用の防止
●マイナンバーカードの普及推進

携帯性の向上＝機運醸成

タクシー事業者
●事務処理負担の大幅軽減
●ご徴収の撲滅
●タクシー利用の促進

ステークホルダー全てに対してメリットのある事業推進

３方良し 14



マイタク実装までの経緯 15

H28年
～

高齢者等の移動困難者への移動支援対策として「マイタク事業」を開始。
開始時は「資格確認証」と「回数券」を紙で運用、市民に郵送。

経過
サービス好調につき利用者や利用回数は右肩あがり。タクシードライバーも、
タクシー事務職員も、前橋市職員も集計、チェックに大きな手間が課題に。

H30年
～

総務省事業を活用し、マイタクのマイナンバーカードを用いたシステム構築
を実施（前橋市ではICTまちづくり事業から継続してマイナンバーカードの
活用を検討してきた流れあり、また紙チケットの不正利用も問題であった）。
その後、実証実験を開始。
市民やドライバーのアンケート結果は次ページ



マイタク実装までの経緯 16



マイタク実装までの経緯 17

経過
マイナンバーカード利用に一本化したかったが、当時のマイナンバーカード
への社会的な理解不足、議会への説明、市民への理解促進等の面から紙と
マイナンバーカードの平行利用でサービス開始。
（システム的には紙も入力できるようにしたことから、この時点で事務手間
は大きく軽減された）

R4年
～

紙との平行運用はコスト負担が大きいことから、当初の計画に沿ってマイナ
ンバーカード利用に一本化。
大きな混乱や反発もなく、現在に至る。



マイタクよもやま話 18

●マイナンバーカードで運用することの抵抗感は大丈夫
（サービスに魅力があれば）

●議会対策は必要

●タクシー会社、ドライバーへの説明は丁寧に
（表面的な対応とホンネ）

●不正利用の是正は絶対に必要

●地方においては最もきめ細かい公共交通としてタクシー
を利用することは有効だが、財政負担等も含め、今の
対策と将来の対策を分け、総合的な公共交通政策として
考える必要がある。

●「移動×移動先の目的」までを電子化できると最高



マイタクの課題 19

マイタク最大の課題は、タクシー台数が多くなる
と車載端末が多くなり、初期コスト、ランニング
コスト、端末の更新などの費用負担が大きくなっ
てしまう。

既存のタクシー電子配車システムと連携することで、機材
コストをまるまるカットできないか？

×



マイタクで実施していることの本質 20

マイタクで実施していること
要素① 資格確認 要素② チケット減算

・住所要件
・年齢要件

・残り利用回数
・一日の利用上限確認

要素分解すれば、もっと様々なサービスに適用可能

要素① 資格確認の可能性 要素② チケット減算の可能性

【マイナカードから取得できる情報】
・住基４情報
・顔写真
【マイナポータルAPIから取得できる情報】
・障がい者、要介護、要支援者
・生活保護受給者
・お薬情法、処方情報活用 等

・回数券の減算、加算
・ポイントの減算、加算
・単なる利用履歴管理の電子化



マイナンバーカードと
公共交通



ＧｕｎＭａａＳの紹介 22

R4デジタル田園都市国家構想推進交付金type2事業を活用



ＧｕｎＭａａＳの紹介 23

GunMaaSの機能は大別すると
【調べる】 【予約】 【購入】
経路検索結果から、そのままデマンド交通の予約ができるなど、それぞれの機能が
シームレスに連携している利用動線にてサービスを提供中。



ＧｕｎＭａａＳの紹介 24

1. ICカードのID番号
2. 居住地（都道府県と市区町村まで）
3. 生年月
4. フリーパス情報

ID認証サーバー
(GunMaaS)交通系ICカードのID番号

マイナンバーカードの情報
・居住地
・生年月

実現可能なサービスは・・・

認証連携した交通系ICカードの１タッチで市民（居住地）
と生年月の属性を判定し割引サービスを提供

⇒現在は、デマンド交通にて交通系ICカード１タッチでの市民割引を提供
※今年度は路線バスでの実現に向け推進

GunMaaSでのフリーパス購入情報等

フリーパスの認証敬老割引 住民向け運賃障害者割引 共通エリア定期乗継割引

アナログで実施されてきたサービス
⇒サービスのICT化による効率化

⇒交通再編や共同経営計画等を
視野に入れたデータの利活用

⇒データ活用による個別最適サービスを提供

※公的個人認証サービスにおける主務大臣認定事業者((一
社)ICTまちづくり共通プラットフォーム推進機構）の提供す
る電子証明書を用いて電子認証を実施する汎用アプリを使用
しID認証サーバーへ認証連携



公共交通におけるマイナンバーカードの可能性 25

●資格要件の確認
●ＪＰＫＩを用いたサーバ制御、
空き領域を用いたローカル運用

●マイナカードそのものを使うパターンと
マイナカードを利用登録時に活用し、
エンド認証はSuica、パスモ、QRコード
などを利用（運用レベルとセキュリティの見合い）

路線バスでも利用 自動走行モビリティでも活用



デジタル時代の自己データ管理ツール 26

様々なサービスが電子的に運用される時代
電子的な本人認証、データ管理、電子署名を伴う同意・拒否、などに
使える最強のセキュリティレベル且つ無料で取得できるICカード

マイナンバーカード

公共交通 健康管理
ＰＨＲ

地域
ポンイント

電子申込
給付金

災害対策
避難所

電子的な本人確認

電子署名

住基４情報活用


